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縄
文
時
代
は
「
水
田
稲
作
以
前
の
、土
器
を
も
つ
採
集
を
中
心
と
し
た
時
代
」

（
土
器
が
出
現
し
た
段
階
を
縄
文
時
代
草
創
期
の
は
じ
め
と
考
え
る
場
合
）
で

あ
る
。
旧
石
器
時
代
に
は
な
か
っ
た
「
土
器
」
の
発
明
に
よ
り
、
生
活
が
大
き

く
変
化
し
た
。
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
植
物
を
煮
る
こ
と
に
よ
っ
て
食

用
可
能
に
し
て
、
栄
養
や
健
康
面
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
さ
ら
に
、
気
候
の
温
暖
化
に
伴
い
、
植
生
も
針
葉
樹
林
か
ら
、
ブ
ナ・ナ
ラ・

ク
リ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
変
わ
り
始
め
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
二
万
年
前
に

は
絶
滅
し
た
ほ
か
、
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
大
型
動
物
も
絶
滅
し
、
狩
り
は
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
ほ
か
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
中
・
小
型
動
物

が
対
象
と
な
っ
た
。
動
植
物
相
の
変
化
を
う
け
て
、
植
物
質
食
糧
や
海
産
物
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
土
器
の
普
及

や
弓
矢
の
使
用
が
進
め
ら
れ
、
食
糧
を
得
る
技
術
と
、
調
理
し
て
保
存
す
る
技

術
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
生
活
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
人
口
の
増
加

や
定
住
生
活
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
縄
文
時
代
は
一
万
年
以
上
続
い
た
が
、
出
土
す
る
土
器
型
式
（
土
器
の
形
）

に
基
づ
い
て
、
六
時
期
（
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
）
に

区
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
代
区
分
は
相
対
的
（
相
対
年
代
）
で
あ
り
、
時
間

が
均
等
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
土
器
型
式
に
よ
る
時
代
区
分
で
あ
る
土
器
編

年
に
つ
い
て
は
、
206
ペ
ー
ジ
に
て
解
説
す
る
。
具
体
的
に
⃝
⃝
年
前
と
い
う
年

代
は
、
実
年
代
と
呼
ば
れ
、
こ
の
数
字
は
放
射
性
炭
素
年
代
を
年
輪
年
代
と
対

比
さ
せ
た
較
正
年
代
に
基
づ
い
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
本
章
第
七
節
コ

ラ
ム
）。

　
今
か
ら
約
一
万
五
八
〇
〇
年
前
に
、
縄
文
時
代
が
始
ま
っ
た
。
縄
文
時
代
最

古
の
段
階
を
縄
文
時
代
草
創
期
と
呼
ぶ
。
土
器
成
立
期
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て

は
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
草
創
期
の
遺
跡
は
九
州
薩さ

つ
南な
ん
諸
島
か

ら
青
森
県
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
縄
文
文
化
の
基
礎
が
形
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
最
古
の
土
器
と
判
明
し
て
い

る
も
の
は
青
森
県
大お
お
平だ
い
山や
も
元ま
と
Ⅰ
遺
跡
出
土
の
無む

文も
ん
土
器
で
あ
る
。
北
部
九
州
地

域
で
も
長
崎
県
の
福ふ
く
井い

洞
穴
や
泉せ
ん
福ぷ
く
寺じ

洞
穴
な
ど
、
同
じ
頃
か
ら
土
器
の
作
成

が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
土
器
成
立
期
段
階
で
は
、
集
落

の
構
造
は
い
ま
だ
見
え
て
来
ず
、
草
創
期
の
終
わ
り
ご
ろ
、
一
万
二
五
〇
〇
年

前
ご
ろ
に
な
る
と
集
落
が
形
成
さ
れ
、
定
住
と
い
う
生
活
形
態
が
作
ら
れ
始
め

る
。
そ
の
段
階
の
遺
跡
の
一
つ
が
、
富
士
宮
市
に
位
置
す
る
大お
お
鹿し
か
窪く
ぼ
遺
跡
で
あ

る
。
こ
の
時
期
は
ま
だ
人
口
密
度
が
低
く
、
遺
跡
の
利
用
期
間
は
短
い
断
続
的

な
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
も
遺
跡
数
は
非
常
に
少
な
い
も

の
の
、こ
の
時
期
か
ら
、土
器
分
布
の
広
が
り
は
列
島
全
域
に
広
が
っ
て
い
く
。

　
草
創
期
に
続
く
時
期
は
早
期
と
呼
ば
れ
、
安
定
し
た
温
暖
な
気
候
の
完
新
世

を
迎
え
、
遺
跡
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
。
早
期
に
な
っ
て
も
遺
跡
の
継
続

性
は
低
い
ま
ま
だ
が
、
一
つ
の
集
団
の
中
で
も
他
地
域
の
型
式
の
土
器
が
入
り

混
じ
っ
た
形
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
の
流
れ
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
早
期
後
半
か
ら
前
期
に
か
け
て
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
縄
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文
海
進
と
呼
ば
れ
る
海
面
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
縄
文
海
進
に

よ
っ
て
、
貝
類
の
生
息
地
や
魚
の
獲
れ
る
入
り
江
が
広
が
り
、
漁
場
と
し
て
の

開
拓
が
進
む
こ
と
と
な
る
。早
期
後
半
か
ら
本
格
的
に
貝
塚
が
形
成
さ
れ
始
め
、

前
期
に
な
る
と
、
海
岸
部
に
集
落
が
多
く
進
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
方
、
九
州
で
は
、
約
七
三
〇
〇
年
前
に
薩さ
つ
摩ま

半
島
の
南
方
約
六
〇
㎞
の
海

底
に
あ
る
鬼き

界か
い
カ
ル
デ
ラ
の
大
爆
発
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
こ
の
火
山
灰
（
ア

カ
ホ
ヤ
）
が
降
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
漁
猟
文
化
が
栄
え
る
と
同
時
に
、
大
形
の
環
状
集
落
が
関
東
地
方
を
中
心
と

し
て
形
成
さ
れ
始
め
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
縄
文
海
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

内
湾
に
沿
っ
た
台
地
上
に
形
成
さ
れ
た
が
、
沿
岸
部
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内

陸
部
に
も
形
成
さ
れ
る
。
各
地
で
集
落
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
遺
跡
の
継
続

性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
中
期
に
な
る
と
関
東
・
中
部
高
地
を
中
心
に
遺
跡
数
が
爆
発
的
に
増
加
し
、

各
地
で
装
飾
性
の
高
い
土
器
が
作
ら
れ
は
じ
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
糧
資
源
が
枯
渇
し
、
他
地
域
へ
の
人
の
流
出
に
よ

る
人
口
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

　
後
期
に
な
る
と
、
装
飾
性
の
高
い
土
器
は
徐
々
に
衰
退
を
迎
え
、
繊
細
な
文

様
や
調
整
を
施
し
た
精せ
い
製せ
い
土
器
と
比
較
的
粗
雑
な
つ
く
り
の
粗そ

製せ
い
土
器
の
分
化

が
進
ん
で
く
る
。
ま
た
、
集
落
規
模
も
徐
々
に
縮
小
し
て
い
き
、
晩
期
に
な
る

と
日
本
各
地
で
集
落
の
縮
小
、
分
散
化
と
い
っ
た
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　
後
期
・
晩
期
に
な
る
と
、
主
に
東
日
本
に
お
い
て
、
祭さ
い
祀し

に
関
わ
る
と
考
え

ら
れ
る
特
殊
な
遺
物
や
遺
構
が
増
加
し
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
集
落
単

位
で
の
生
活
が
主
体
で
あ
っ
た
時
期
が
終
わ
り
、
複
数
の
集
落
に
よ
る
共
同
体

の
形
成
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
縄
文
時
代
に
は
農
耕
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
が
、
芋
掘
り
用
の
道
具
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
石
器
（
打
製
石せ
き

斧ふ

）
の
出
土
や
植
物
の
圧
痕

が
残
る
土
器
な
ど
か
ら
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
植
物
栽
培
も
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ダ
イ
ズ
属
・
ア
ズ
キ
亜
属
・
シ
ソ
属
・
エ
ゴ
マ
は
、
縄
文
時
代
の

ほ
ぼ
全
時
期
を
通
し
て
圧
痕
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
縄
文
人
に
よ
く

食
さ
れ
て
い
た
ク
リ
の
木
も
、
管
理
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
縄
文
時
代
に
お
け
る
植
物
栽
培
は
、
鳥
浜
貝
塚
（
福
井
県
若
狭
町
）
の

発
掘
事
例
か
ら
古
く
は
早
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
縄
文
人
の
生
活
を
支
え
る
程
度
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
弥
生

時
代
の
農
耕
と
の
大
き
な
違
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
晩
期
に
な
る
と
、
縄
文
土
器
の
器
形
に
も
変
化
が
訪
れ
、
壺
や
高た
か
坏つ
き
と
い
っ

た
形
の
土
器
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
生
活
が
多
様
化
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
北
部

九
州
か
ら
伝
わ
っ
た

大
陸
文
化
に
よ
っ
て

次
第
に
水
田
稲
作
が

始
ま
り
、
弥
生
時
代

が
幕
を
開
け
る
こ
と

と
な
る
。

　

次
節
か
ら
は
各
時

期
の
静
岡
県
域
と
富

士
宮
市
域
に
お
け
る

特
質
を
紹
介
す
る
。

図 2-1　縄文遺跡分布図
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静
岡
県
内
の
縄
文
遺
跡
（
図
２−

１
）

　
草
創
期
の
遺
跡
に
関
し
て
は
、
東
部
地
域
の
富
士
宮
市
・
沼
津
市
・
長
泉
町
・

三
島
市
・
裾
野
市
・
函
南
町
・
伊
豆
の
国
市
で
み
ら
れ
、
中
部
域
で
は
島
田
市

で
の
み
見
つ
か
っ
て
い
る
。
分
布
の
傾
向
は
、
丘
陵
や
山
の
裾
野
部
分
に
位
置

す
る
も
の
が
多
い
。
愛あ
し
鷹た
か
山や
ま
周
辺
に
は
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
も
多
く
見
つ

か
っ
て
お
り
、
前
時
代
か
ら
の
継
続
性
も
う
か
が
え
る
。

　
早
期
に
な
る
と
、
県
内
全
域
で
遺
跡
の
分
布
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
早

期
前
半
の
撚よ
り
糸い
と
文も
ん
土
器
か
ら
押お
し
型が
た
文も
ん
土
器
の
時
期
は
、
東
部
域
に
遺
跡
が
多
く

分
布
し
、
県
西
部
で
も
少
量
の
押
型
文
土
器
と
そ
れ
に
伴
う
撚
糸
文
土
器
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。
早
期
後
半
の
条じ
ょ
う

痕こ
ん
文も
ん
系
の
土
器
を
伴
う
遺
跡
は
、
東
部
域
の

特
に
愛
鷹
山
の
裾
野
部
分
に
集
中
し
て
分
布
が
み
ら
れ
る
。

　
前
期
も
早
期
の
遺
跡
分
布
と
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
県
東
部
に
分
布
が

集
中
し
、
西
部
の
丘
陵
沿
い
に
も
遺
跡
が
点
在
す
る
。
前
期
前
葉
か
ら
中
葉
ま

で
は
関
東
系
の
土
器
の
出
土
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
前
期
末
ご
ろ
に
な
る
と
関

西
系
の
土
器
が
こ
れ
に
多
く
混
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
西
日
本
と
の
交
流

が
こ
の
こ
ろ
か
ら
活
発
に
な
っ
て
く
る
。

　
中
期
に
な
る
と
県
内
全
域
で
遺
跡
数
が
急
増
す
る
。
こ
れ
ま
で
遺
跡
が
分
布

し
て
い
た
エ
リ
ア
に
加
え
て
、
そ
の
周
辺
地
域
に
も
遺
跡
が
分
布
す
る
よ
う
に

な
る
。
分
布
の
集
中
箇
所
は
、
や
は
り
東
部
地
域
と
西
部
の
天
竜
川
周
辺
に
な

る
。
特
に
西
部
地
域
で
は
中
期
初
頭
の
東
海
系
の
土
器
が
多
く
出
土
す
る
。
東

部
地
域
で
は
信
州
系
の
土
器
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
流
の
ル
ー
ト
が

異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
後
期
に
な
る
と
、
徐
々
に
県
内
の
遺
跡
分
布
に
変
化
が
生
ま
れ
て
く
る
。
後

期
後
半
に
な
る
と
東
部
地
域
で
は
遺
跡
数
が
減
少
し
、
逆
に
西
部
地
域
で
は
遺

跡
数
が
増
加
し
て
く
る
。
特
に
、
県
西
部
で
は
浜
松
市
の
蜆し
じ
み

塚づ
か
遺
跡
や
磐
田
市

第
二
節
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の
西
貝
塚
・
見け
ん
性し
ょ
う

寺じ

貝
塚
、
袋
井
市
の
大お
お
畑ば
た
け

貝
塚
を
は
じ
め
と
し
た
貝
塚
が
形

成
さ
れ
始
め
る
。

　
晩
期
に
な
る
と
、
県
東
部
域
に
多
く
分
布
し
て
い
た
遺
跡
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
り
、
県
西
部
や
中
部
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
の

分
布
か
ら
、
標
高
の
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
へ
居
住
域
を
移
し
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
西
部
地
域
で
出
土
し
て
い
る
蜆
塚
Ｂ
式
と
呼
ば
れ
る
土
器

群
の
文
様
構
成
や
胎た
い
土ど

か
ら
、
時
代
が
徐
々
に
弥
生
時
代
へ
移
り
変
わ
っ
て
い

く
様
相
が
う
か
が
え
る
。

　
以
上
が
静
岡
県
内
の
縄
文
時
代
の
様
相
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
富
士
宮

市
の
遺
跡
分
布
の
傾
向
を
見
て
い
く
。

富
士
宮
市
内
の
縄
文
遺
跡

　
市
内
に
も
、
数
多
く
の
縄
文
遺
跡
が
分
布
し
て
お
り
、
縄
文
時
代
中
期
後
半

か
ら
後
期
後
葉
ま
で
の
遺
跡
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
は
富
士
山
西
南
麓
に
位
置
す
る
た
め
、
縄
文
時
代
に
も
富
士
山
の

噴
火
活
動
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
が
、
偏
西
風
に
よ
っ
て
火
山
噴

出
物
の
多
く
は
富
士
山
東
部
地
域
に
主
に
降
り
注
ぐ
た
め
、
富
士
山
の
麓
に
位

置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
火
山
灰
の
堆
積
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
厚
く
な
い
。
ま

た
、
市
内
に
お
い
て
縄
文
文
化
が
栄
え
る
以
前
は
、
富
士
山
の
溶
岩
流
が
広
い

範
囲
で
流
れ
込
ん
で
き
て
い
る
が
、
縄
文
文
化
開
始
後
に
は
溶
岩
流
に
よ
る
被

害
は
あ
ま
り
受
け
て
い
な
い
。富
士
山
が
間
近
に
あ
る
立
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

富
士
山
の
噴
火
活
動
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
、
こ
の
地
域
で
縄
文
文
化

が
栄
え
た
要
因
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
富
士
宮
市
で
は
、
主
に
富
士
川
・
潤
井
川
・
芝
川
流
域
に
遺
跡
分
布
が
み
ら

れ
、中
部
高
地
や
関
東
地
域
の
影
響
を
受
け
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
や
、

伊
豆
神こ
う
津づ

島し
ま
産
や
長
野
産
の
黒こ
く
曜よ
う
石せ
き
製
石
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河

川
を
利
用
し
た
他
地
域
と
の
交
流
も
考
え
ら
れ
る
。

図 2-2　富士宮市の主要縄文遺跡
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縄
文
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
草
創
期
に
は
、
古
富
士
火
山
と
新
富
士
火
山
が

同
時
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
草
創
期
の
は
じ
め
に
は
、
新
富

士
火
山
が
噴
火
し
て
お
り
、
市
内
広
域
か
ら
富
士
山
の
火
山
噴
出
物
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。

　
草
創
期
初
期
段
階
（
一
万
五
〇
〇
〇
～
一
万
三
〇
〇
〇
年
前
）
は
晩
氷
期
温

暖
期
（
ベ
ー
リ
ン
グ
・
ア
レ
レ
ー
ド
期
）
に
あ
た
る
。
地
球
規
模
に
気
候
が
温

暖
に
な
る
こ
の
頃
に
は
、
日
本
列
島
全
体
で
遺
跡
数
が
増
加
し
て
い
く
。
地
域

差
は
あ
る
も
の
の
、
九
州
薩さ
つ
南な
ん
諸
島
か
ら
青
森
ま
で
、
遺
跡
の
分
布
が
み
ら
れ

る
。
温
暖
化
に
よ
っ
て
果
実
や
木
の
実
な
ど
の
植
物
質
食
料
を
安
定
し
て
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
は
次
第
に
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て
生
活
を

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
草
創
期
後
半
段
階
（
一
万
三
〇
〇
〇
～
一
万
一
七
〇
〇
年
前
ご
ろ
）
は
、
こ

れ
ま
で
の
温
暖
だ
っ
た
気
候
が
一
気
に
寒
冷
に
な
っ
た
（
ヤ
ン
ガ
ー
・
ド
リ
ア

ス
期
）。
そ
の
た
め
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
各
所
で
起
き
、
日
本
全
体
で

遺
跡
数
が
激
減
す
る
。
や
が
て
氷
期

が
終
わ
り
、
早
期
（
一
万
一
五
〇
〇

年
前
ご
ろ
）
に
入
る
と
気
候
変
動
の

少
な
い
温
暖
な
気
候
に
な
り
、
安
定

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
生
活
構
造
が
確

立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
草
創
期
は
縄
文
時
代
の
ほ
か
の
ど

の
時
期
に
も
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
大

き
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た
時
期
で
あ

り
、
人
々
は
非
常
に
厳
し
い
環
境
の

第
三
節
　
　
富
士
宮
市
の
縄
文
時
代
草
創
期

  

 

  

 

 

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期 ?

Ⅱ期

Ⅲ期Ⅲ期
谷谷

谷谷

谷谷

★

山梨県

富士市

富士宮市

大鹿窪遺跡

0 60ｍ

溶岩流

縄文時代草創期の竪穴住居

集石・配石遺構

写真 2-1　大鹿窪遺跡遠景

図 2-3　大鹿窪遺跡調査区全体
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中
で
安
定
し
た
生
活
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
複
数
の
住
居
と
集
石
・

配
石
な
ど
の
構
造
物
が
配
置
さ
れ
た
「
集
落
」
を
形
成
し
た
大お
お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
は
、

ほ
か
に
先
駆
け
て
安
定
し
た
生
活
を
は
じ
め
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
は
、
市
内
大
鹿
窪
に
所
在
す
る
、
縄
文
時
代
草
創
期
～
早
期
の

集
落
遺
跡
で
あ
る
。
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）

緊
急
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
発
掘
当
時
は
、
記
録
保
存
を
行
っ
た
後
、
遺
跡

は
壊
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
重
要
性
か
ら
遺
跡
は
地
中
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
縄
文
時
代
初
期
の
定
住
開
始
段
階
に
お
け
る
集
落
構
造
を
知
る
う

え
で
非
常
に
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
、平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
、

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
構
に
つ
い
て
、
縄
文
時
代
草
創
期
と
考
え

ら
れ
る
も
の
は
竪
穴
住
居
一
五
基
・
竪
穴
状
遺
構
二
基
・
炉ろ

穴あ
な
二
基
・
集
石
遺

構
一
四
基
・
配
石
遺
構
八
基
・
土ど

坑こ
う
九
基(

令
和
三
年
〈
二
〇
二
一
〉
三
月
時

点)

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
草
創
期
の
遺
構
は
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
縄
文
時
代
草
創
期
の
最
古
段
階
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
、
土
器
を
伴
わ
ず

槍や
り
先さ
き
型が
た
尖せ
ん
頭と
う
器き

が
出
土
す
る
段
階
（
Ⅰ
期
）。

②
縄
文
時
代
草
創
期
中
葉
の
隆り
ゅ
う

線せ
ん
文も
ん
土
器
お
よ
び
微び

隆り
ゅ
う

起き

線せ
ん
文も
ん
土
器
が
出
土
す

る
段
階
（
Ⅱ
期
）。

③
縄
文
時
代
草
創
期
の
集
落
が
形
成
さ
れ
る
段
階
で
あ
り
、
押お
う
圧あ
つ
縄じ
ょ
う

文も
ん
土
器
や

薄う
す
手で

爪つ
め
形が
た
文も
ん
土
器
、
石せ
き
鏃ぞ
く
な
ど
が
多
く
出
土
す
る
段
階
（
Ⅲ
期
）。

　
Ⅲ
期
の
集
落
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
竪
穴
住
居
跡
群
は
馬ば

蹄て
い

形け
い

に
配
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
の
広
場
か
ら
土
坑
、
集
石
・
配
石
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
遺

構
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
多
く
が
押
圧
縄
文
土
器
で
あ
り
、
こ
の
形
の
土
器
が

写真 2-2　大鹿窪遺跡出土遺物

１ 隆線文土器　２ 微隆起線文土器　３ 爪形文土器　４ 押圧縄文土器　５ 槍先型尖頭器　６ 有舌尖頭器・石鏃　
７ 磨石・敲石類　８ 矢柄研磨器・スクレーパー

１ 

４ ５
７

８

６

２ ３
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使
用
さ
れ
た
時
に
集
落
が
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
集
落
跡
は
、
東
側
を
富
士
山
の
溶
岩
流
に
、
東
西
を
谷
状
地
形
に
挟
ま
れ
て

い
る
た
め
、非
常
に
狭
い
範
囲
で
居
住
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
集
落
に
人
が
住
ん
で
い
た
時
は
、
現
在
の
新
富
士
火

山
が
で
き
た
ば
か
り
の
頃
で
、
遺
跡
か
ら
は
古
富
士
火
山
が
ま
だ
見
え
る
状
態

だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
の
集
落
の
す
ぐ
東
側
に
は
、
新
富
士
火
山
由
来
の
溶
岩
流
（
芝

川
溶
岩
流
）
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
溶
岩
流
は
集
落
が
つ
く
ら
れ
る
よ
り
も

前
の
約
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
、
集
石
遺
構
や
配
石
遺
構

は
こ
の
溶
岩
の
礫れ
き
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、遺
跡
の
地
形
は
、

基
盤
に
あ
る
溶
岩
の
空
洞
が
崩
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
こ
の
窪く
ぼ
ん

だ
地
形
を
活
か
し
て
集
落
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
近
年
の
研
究

に
よ
っ
て
、
大
鹿
窪
遺
跡
が
使
わ
れ
て
い
た
直
前
に
も
、
富
士
山
の
噴
火
が

あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
か
ら
飛
来
し
た
テ
フ
ラ
（
火
山

噴
出
物
）
が
、
生
活
し
て
い
た
当
時
の
床
面
の
土
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ

の
テ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
村
山
ス
コ
リ
ア
と
呼
ば
れ
、
約
一
万
四
〇
〇
〇
年
前

～
一
万
三
五
〇
〇
年
前
に
村
山
付
近
の
噴
火
に
よ
っ
て
厚
く
積
も
っ
た
噴
出
物

で
、
芝
川
溶
岩
流
の
時
代
か
つ
、
集
落
形
成
以
前
に
降
下
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
草
創
期
の
人
々
が
食
糧
と
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
狩
猟
さ
れ
た

動
物
や
採
取
さ
れ
た
植
物
が
考
え
ら
れ
る
が
、
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
は
草
創
期
後

葉
の
年
代
が
測
定
さ
れ
た
オ
ニ
グ
ル
ミ
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
食

性
の
一
端
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
と
し
て
は
、
隆
線
文

土
器
・
微
隆
起
線
文
土
器
・
厚あ
つ

手で

爪つ
め

形が
た

文も
ん

土
器
・
薄
手
爪
形
文
土
器
・
押
圧
縄

文
土
器
な
ど
が
あ
る
（
写
真
２−

2
）。

　
微
隆
起
線
文
土
器
は
、
調
査
区
東
側
（
３−

３
Ｅ
区
）
の
み
で
出
土
し
、
隆

写真 2-4　小塚 A 遺跡出土尖頭器

写真 2-5　小塚 A 遺跡出土隆線文土器

裏写真 2-3　滝戸遺跡出土遺物

１ 隆線文土器・微隆起線文土器・撚糸文土器
２ 有舌尖頭器　３ スクレーパー類

１ 

２

３
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写真 2-6　小松原Ａ遺跡調査風景

写真 2-7　小松原Ａ遺跡土出表裏縄文土器

表

裏

表

裏

表（金雲母含有）

線
文
土
器
は
主
と
し
て
、
調
査
区
中
央
（
３−

１
区
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

微
隆
起
線
文
土
器
は
関
東
か
ら
の
影
響
を
示
し
、
隆
線
文
土
器
は
南
九
州
か
ら

の
影
響
を
示
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
大
鹿
窪
遺
跡
は
東
西
の
文
化
を
併
せ
持
つ

遺
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
市
内
に
は
、
ほ
か
に
も
大
鹿
窪
遺
跡
Ⅱ
期
と
同
様
の
遺
物
が
、
滝た
き
戸ど

遺
跡
と

小こ

塚づ
か
Ａ
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
三
年
度
に
市
内
野
中
に
位
置
す
る
滝
戸
遺
跡
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で

は
、
大
鹿
窪
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
た
村
山
ス
コ
リ
ア
層
の
直
上
か
ら
草
創
期
の

遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
大
鹿
窪
遺
跡
で
出
土
し
た
も
の
よ
り
も
や
や
古
手
の

隆
線
文
土
器
と
微
隆
起
線
文
土
器
が
、
ラ
ウ
ン
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
や
有ゆ
う
舌ぜ
つ
尖せ
ん
頭と
う

器き

と
共
に
出
土
し
て
い
る
（
写
真
２−

3
）。

　
な
お
、
大
鹿
窪
遺
跡
と
同
じ
芝
川
流
域
の
遺
跡
で
あ
る
小
塚
Ａ
遺
跡
か
ら
も

隆
線
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
比
較
す

る
と
隆
線
が
細
く
、
薄
手
の
作
り
で
あ
り
、
胎た
い
土ど

に
は
黒く
ろ
雲う
ん
母も

が
大
量
に
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
隆
線
文
土
器
の
中
で
も
新
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
２

−

５
）。

　
大
鹿
窪
遺
跡
Ⅱ
期
に
は
、
羽は

鮒ぶ
な
丘
陵
の
南
端
を
回
っ
て
芝
川
沿
い
の
大
鹿
窪

遺
跡
と
小
塚
Ａ
遺
跡
ま
で
の
人
の
移
動
が
見
え
て
く
る
（
図
２−

４
）。

　
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
押
圧
縄
文
土
器
は
、
沼
津
市
の

葛く
ず
原は
ら
第
Ⅳ
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
葛
原
沢
２
式
土
器
や
、
長
野
県
木
曽
郡
上あ
げ

松ま
つ
町
の
お
宮み
や
の
森も
り
裏う
ら
遺
跡
出
土
の
押
圧
縄
文
土
器
と
類
似
し
た
施せ

文も
ん
方
法
を
用

い
て
お
り
、
近
い
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に

後
続
す
る
遺
跡
と
し
て
は
、
伊
豆
の
国
市
の
仲な
か
道み
ち
Ａ
遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
仲
道
Ａ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
押
圧
縄
文
土
器
は
平
底
で
、
原
体

の
半
置
反
転
施
文
や
回
転
に
よ
る
施
文
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
っ
た
地

域
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
候
補
と
し
て
群
馬
県
の
西さ
い
鹿し
か

田だ

中な
か

島じ
ま

遺
跡
の
押
圧
縄
文
土
器
の
系
統
を
ひ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

芝川

羽鮒丘陵
潤井川

富士山

星山放水路
（古潤井川）

126126

9999

0 ５kｍ

後期旧石器

194 下高原遺跡

224 小塚Ａ遺跡

108 滝戸遺跡

213 大鹿窪遺跡

218 山際遺跡

219 小森遺跡

227 向谷戸遺跡

106 南部谷戸遺跡

107 月の輪平遺跡

126 上石敷遺跡

99 小松原Ａ遺跡

9 若宮遺跡

11 代官屋敷遺跡

25 石敷遺跡

95 沼久保坂上遺跡

113 奥山地遺跡

128 黒田向林遺跡

草創期 早期
遺跡番号 遺跡名

時　期

図 2-4　草創期～早期遺跡分布
遺物・遺構の多い時期は色を濃く示している。
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静
岡
県
周
辺
で
は
、
押
圧
縄
文
土
器
が
出
土
し
た
遺
跡
数
自
体
は
少
な
い
も
の

の
、長
野
県
か
ら
静
岡
県
東
部
地
域
ま
で
の
南
北
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
は
土
器
と
と
も
に
石
鏃
・
尖
頭
器
・
磨
石
・

敲た
た
き

石い
し

な
ど
大
量
の
石
器
も
出
土
し
て
お
り
、
狩
猟
と
植
物
資
源
の
採
集
を
主

に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
槍
先
型
尖
頭
器

や
有ゆ
う
溝こ
う
砥と

石い
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
や
有
舌
尖
頭
器
も
確
認
さ
れ
て
い
る

（
写
真
２−

2
）。
黒こ
く

曜よ
う

石せ
き

製
の
石
器
も
多
く
出
土
し
て
お
り
、
神こ
う

津づ

島し
ま

産
（
伊

豆
諸
島
）
や
柏か
し
わ

峠と
う
げ

産
（
伊
東
市
）、
信
州
産
の
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
当
時

の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
押
圧
縄
文
土
器
に
続
く
表ひ
ょ
う

裏り

縄じ
ょ
う

文も
ん
土
器
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

出
土
し
て
お
ら
ず
、
一
点
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
表
裏
縄
文
土
器
が
多
く

出
土
し
て
い
る
遺
跡
と
し
て
は
、
小こ

松ま
つ

原ば
ら

Ａ
遺
跡
（
写
真
２−
6
・
7
）
や
若わ
か

宮み
や
遺
跡
（
図
２−

5
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
早
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
遺
跡
の
分
布
が
市
内
西
部

か
ら
市
内
南
東
部
に
移
っ
て
い
く
。
そ
の
中
継
地
点
で
あ
る
小
松
原
Ａ
遺
跡
も

富
士
宮
の
歴
史
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

　
小
松
原
Ａ
遺
跡
は
、
縄
文
草
創
期
末
期
か
ら
早
期
の
遺
跡
で
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線 

沼
久
保
駅
の
南
の
小
松
原
台
地
の
浅
い
谷
に
土
器
片
が
流
れ
込
ん
で
い
る
状
況

が
確
認
さ
れ
た
。
土
器
片
は
縄
文
草
創
期
末
期
の
表
裏
縄
文
土
器
と
早
期
の
撚

糸
文
土
器
、
条
痕
文
土
器
な
ど
で
あ
る
。
表
裏
縄
文
土
器
は
、
土
器
の
表
裏
に

縄
文
が
施
さ
れ
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
押
圧
縄
文
土
器
と
同
様
に
、
胎
土
に
黒
雲
母

が
多
く
含
ま
れ
る
特
徴
を
持
つ
。
表
裏
縄
文
土
器
は
小
泉
の
若
宮
遺
跡
か
ら
出

土
す
る
最
も
古
い
土
器
型
式
で
、
小
松
原
Ａ
遺
跡
の
も
の
よ
り
や
や
新
し
い
印

象
を
受
け
る
。
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
早
期
に
か
け
て
、
当
時
の
人
々
は
、
大

鹿
窪
遺
跡
か
ら
羽
鮒
丘
陵
の
先
端
を
回
っ
て
富
士
山
側
に
生
活
拠
点
を
広
げ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図 2-5　若宮遺跡遺構全体図

■竪穴住居跡
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や
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る
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れ
、
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の
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が
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市
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南
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い
く
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そ
の
中
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地
点
で
あ
る
小
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も

富
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を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
遺
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で
あ
る
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小
松
原
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遺
跡
は
、
縄
文
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創
期
末
期
か
ら
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期
の
遺
跡
で
、
Ｊ
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身
延
線 

沼
久
保
駅
の
南
の
小
松
原
台
地
の
浅
い
谷
に
土
器
片
が
流
れ
込
ん
で
い
る
状
況

が
確
認
さ
れ
た
。
土
器
片
は
縄
文
草
創
期
末
期
の
表
裏
縄
文
土
器
と
早
期
の
撚

糸
文
土
器
、
条
痕
文
土
器
な
ど
で
あ
る
。
表
裏
縄
文
土
器
は
、
土
器
の
表
裏
に

縄
文
が
施
さ
れ
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
押
圧
縄
文
土
器
と
同
様
に
、
胎
土
に
黒
雲
母

が
多
く
含
ま
れ
る
特
徴
を
持
つ
。
表
裏
縄
文
土
器
は
小
泉
の
若
宮
遺
跡
か
ら
出

土
す
る
最
も
古
い
土
器
型
式
で
、
小
松
原
Ａ
遺
跡
の
も
の
よ
り
や
や
新
し
い
印

象
を
受
け
る
。
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
早
期
に
か
け
て
、
当
時
の
人
々
は
、
大

鹿
窪
遺
跡
か
ら
羽
鮒
丘
陵
の
先
端
を
回
っ
て
富
士
山
側
に
生
活
拠
点
を
広
げ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
縄
文
時
代
早
期
は
、
今
か
ら
一
万
一
五
〇
〇
年
前
か
ら
七
〇
〇
〇
年
前
に
あ

た
る
。
気
候
が
急
激
に
暖
か
く
な
っ
た
た
め
、
海
水
面
が
上
昇
し
、
地
形
や
自

然
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
で
あ
る
。
新
し
い
自
然
環
境
に
お
け
る
動
植
物

を
食
糧
と
し
て
活
か
し
、
よ
り
本
格
的
な
定
住
生
活
が
始
ま
る
。

　
富
士
山
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
古
富
士
火
山
の
活
動
期
が
終
了
し
、
新
富
士

火
山
の
活
動
も
比
較
的
穏
や
か
に
な
っ
て
い
く
た
め
、
市
内
の
遺
跡
数
も
徐
々

に
増
え
て
い
く
。

　
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
早
期
最
古
の
土
器
は
、
滝た
き
戸ど

遺
跡
出
土
の
撚よ
り
糸い
と
文も
ん

土
器
の
井い

草ぐ
さ
Ⅰ
式し
き
土
器
で
あ
る
。
黒く
ろ
雲う
ん
母も

を
多
量
に
含
み
、
口
縁
部
は
や
や
外

湾
す
る
。
富
士
宮
市
内
か
ら
出
土
す
る
撚
糸
文
土
器
は
、
黒
雲
母
を
含
む
土
器

と
、
若わ
か
宮み
や
遺
跡
で
特
徴
的
な
軽
し
ょ
う
な
胎た
い
土ど

（
火
山
灰
質
で
容
積
重
が
小
さ

い
土
）
の
二
種
類
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
軽
し
ょ
う
な
胎
土
の
撚
糸
文
土
器
の

方
が
新
手
と
考
え
ら
れ
る
。

　
若
宮
遺
跡
は
、
小
泉
若
宮
に
位
置
す
る
小
高
い
丘
陵
か
ら
南
向
き
の
斜
面
一

帯
に
広
が
る
早
期
の
大
規
模
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
東
西
一
二
〇
ｍ
、
南
北
五
〇

ｍ
の
範
囲
に
竪
穴
住
居
跡
二
八
棟
・
炉ろ

穴あ
な
跡
六
〇
基
・
集
石
土ど

坑こ
う
跡
一
三
基
な

ど
が
発
見
さ
れ
、
発
見
当
時
は
全
国
ク
ラ
ス
の
早
期
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
た

（
図
２−

5
、
写
真
２−８
）。
発
掘
調
査
の
結
果
、
径
二
〜
三
ｍ
の
小
形
の
住

居
内
に
炉
は
築
か
れ
ず
、
野
外
炉
と
し
て
炉
穴
や
集
石
土
坑
、
集
石
な
ど
で
調

理
を
行
う
早
期
集
落
の
生
活
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
住
居
外
に
炉
を
持

ち
、
寝
床
と
調
理
場
を
分
け
る
空
間
利
用
に
つ
い
て
は
、
石い
っ
敷し
き
遺
跡
や
代だ
い
官か
ん
屋や

敷し
き
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
遺
物
は
草
創
期
末
の
表ひ
ょ
う

裏り

縄じ
ょ
う

文も
ん

土
器
か
ら
早
期
の
撚
糸
文
土
器
、
格こ

う
子し

目め

・

山
形・楕
円
な
ど
の
押お
し
型が
た
文も
ん
土
器（
写
真
２−

9
）や
無む

文も
ん
土
器
な
ど
の
土
器
片
、

お
よ
そ
一
万
五
〇
〇
〇
点
が
出
土
し
、
そ
の
出
土
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
関

第
四
節
　
　
富
士
宮
市
の
縄
文
時
代
早
期

写真 2-8　若宮遺跡調査区全景

写真 2-9　若宮遺跡出土土器（押型文土器）

写真 2-10　石敷遺跡竪穴住居跡

写真 2-11　石敷遺跡出土土器（相木式）
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東
系
の
撚
糸
文
文
化
圏
と
中
部
系
の
押
型
文
文
化
圏
が
重
な
り
合
っ
た
特
徴
的

な
遺
跡
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
石
器
は
有ゆ
う
舌ぜ
つ
尖せ
ん
頭と
う
器き

、
石せ
き
鏃ぞ
く
の
狩
猟
器
、
石
皿
・
磨
石
・
凹く
ぼ
み

石い
し
な
ど

の
調
理
具
、
石せ
き
斧ふ

・
石い
し
匙さ
じ
・
石い
し
錐き
り
な
ど
の
工
具
が
二
七
一
五
点
出
土
し
、
こ
の

時
期
に
縄
文
時
代
の
石
器
の
器
種
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
で

も
、
出
土
し
た
石
器
の
う
ち
八
〇
％
を
占
め
た
石
鏃
の
出
土
は
、
狩
猟
の
方
法

が
槍
か
ら
弓
矢
に
変
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
縄
文
時
代
早
期
の
人
々
の
生
活
で
は
、
石
器
加
工
の
場
所
と
居
住
空
間
を
分

け
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
市
内
の
事
例
と
し
て
は
、
黒く
ろ
田だ

向む
こ
う

林ば
や
し

遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
黒
田
向
林
遺
跡
は
、
富
士
宮
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
野
中
）
東
側
の
小
高
い
丘
陵

の
狭
い
東
向
き
斜
面
に
築
か
れ
た
早
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
狭
い
範
囲
に
一
〜
二

ｍ
ほ
ど
の
土
坑
跡
三
基
と
小し
ょ
う

礫れ
き

の
散
布
が
発
見
さ
れ
た
（
図
２−

６
）。
調
査

区
は
四
〇
〇
㎡
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
面
積
の
割
に
多
く
の
土
器
片
や
石
器

が
出
土
し
た
。
特
に
一
六
四
点
の
石
鏃
や
敲た
た
き

石い
し
の
存
在
か
ら
、
石
鏃
の
製
作
跡

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
押
型
文
土
器
期
の
後
半
に
出
現
す
る
大
き
な

楕
円
文
や
、
裏
面
に
螺ら

旋せ
ん
状じ
ょ
う

の
凹く
ぼ
み
を
特
徴
と
す
る
高こ
う
山ざ
ん
寺じ

式し
き
土
器
（
写
真
２

−

12
）
の
大
型
土
器
片
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
高
山
寺
式
土
器
が
作
ら
れ
る
頃
に
は
市
内
の
遺
跡
数
は
急
激
に
増
加
し
て
、

黒
田
向
林
遺
跡
・
若
宮
遺
跡
に
加
え
て
、
小こ

塚づ
か
Ａ
遺
跡
・
代
官
屋
敷
遺
跡
・
石

敷
遺
跡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
撚
糸
文
土
器
と
高
山
寺
式
土
器
が
並
行
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
撚
糸
文
土
器
の
器
厚
が
非
常
に
厚
く
な
り
、
内
面
に
凹お
う
線せ
ん
が

施
さ
れ
る
も
の
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
押
型
文
土
器
の
後
に
出
現
す
る
条じ
ょ
う

痕こ
ん
文も
ん
系
土
器
は
、
石
敷
遺
跡
・
代
官
屋
敷

遺
跡
・
小
塚
Ａ
遺
跡
・
大お
お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
な
ど
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
前
時
期
か
ら

継
続
し
て
い
る
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
県
東
部
域
で
顕

著
で
あ
り
、
関
東
域
か
ら
の
人
の
流
入
が
考
え
ら
れ
る
。

図 2-6　黒田向林遺跡平面図

写真 2-12　
黒田向林遺跡出土土器（高山寺式）

■焼土が見つかった土坑

焼土

（土坑）

（土坑）

（土坑）（土坑）
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縄
文
時
代
前
期
は
、今
か
ら
七
〇
〇
〇
年
前
か
ら
五
五
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
。

　
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
続
く
縄
文
海
進
の
影
響
に
よ
り
、
遺
跡
の
高
地
化
が

進
む
こ
と
と
な
る
。
前
期
に
な
る
と
、
土
器
の
文
様
が
次
第
に
装
飾
的
に
な
っ

て
い
き
、
徐
々
に
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
余
裕
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
縄
文
時
代
前
期
の
遺
構
や
遺
物
を
持
つ
遺
跡
は
、
前
後
の
時

代
に
継
続
性
を
持
つ
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
市
内
で
出
土
し
て
い
る
前
期
最
初
の
土
器
型
式
で
あ
る
木き

島じ
ま

式し
き
土
器
は
、
大お
お
鹿し
か

窪く
ぼ
遺
跡
や
滝た
き
戸ど

遺
跡
、
大お
お
中な
か
里ざ
と
坂さ
か
下し
た
遺
跡
な
ど
か
ら
小
破
片
が
見
つ
か
っ
て
い

る
だ
け
で
、
こ
の
土
器
期
の
遺
跡
の
有
無
は
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
続
く
清し

水み
ず
ノの

上う
え
Ⅱ
式し
き
土
器
に
つ
い
て
は
、
箕み
の
輪わ

Ｂ
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い

る
（
写
真
２−

13
〜
15
）。
箕
輪
遺
跡
は
大
岩
明
倫
保
育
園
（
大
岩
）
北
側
の

山
裾
に
広
が
り
、
中
央
の
小
川
を
挟
ん
で
西
側
を
Ａ
遺
跡
、
東
側
を
Ｂ
遺
跡
と

し
て
い
る
。
発
掘
調
査
に
伴
っ
て
、
箕
輪
Ｂ
遺
跡
か
ら
は
、
早
期
前
半
の
集
石

土ど

坑こ
う
二
基
と
炉ろ

穴あ
な
一
基
、
前
期
の
清
水
ノ
上
Ⅱ
式
を
伴
う
竪
穴
住
居
が
一
基
見

つ
か
っ
て
い
る
。
前
期
の
前
葉
か
ら
中
葉
ま
で
の
遺
物
を
伴
う
遺
跡
は
急
激
に

減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
市
内
の
前
期
の
遺
跡
は
、
前
期
末
の
諸も

ろ
磯い
そ
ｂ
式し
き
が
出
現
す
る
頃
か
ら
遺
跡
数

が
増
え
て
く
る
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
は
小こ

塚づ
か
Ａ
遺
跡
や
代だ
い
官か
ん
屋や

敷し
き
遺
跡
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
小
塚
Ａ
遺
跡
は
、
羽
鮒
丘
陵
の
西
側
斜
面
の
平
地
に
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文

草
創
期
・
早
期
・
前
期
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
芝
川
地
区
を
代
表
す
る
遺
跡
で

あ
る
。

　
前
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
二
棟
の
竪
穴
住
居
跡
や
陥お
と

し
穴あ

な
跡
・
土
坑
跡
が
発

見
さ
れ
た
（
図
２−

７
、
写
真
２−

16
・
17
）。
竪
穴
住
居
跡
は
径
四
〜
五
ｍ
の

ほ
ぼ
円
形
で
、
第
二
号
住
居
跡
の
床
面
か
ら
は
蠟ろ
う
石せ
き
で
作
ら
れ
た
耳
飾
り
で
あ

第
五
節
　
　
富
士
宮
市
の
縄
文
時
代
前
期

写真 2-14　
箕輪 B 遺跡出土土器（清水ノ上Ⅱ式）

写真 2-13　箕輪Ｂ遺跡発掘調査全景

写真 2-15　箕輪 B 遺跡土器出土状況
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る
玦け
つ

状じ
ょ
う

耳み
み

飾か
ざ
り

（
写
真
２−

18
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
縄
文
前
期
の
諸
磯
式
土

器
の
出
土
量
は
市
内
の
同
時
期
の
遺
跡
の
中
で
最
多
で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
系

の
土
器
型
式
で
あ
る
北き
た

白し
ら

川か
わ

下か

層そ
う

式し
き

土
器
（
写
真
２−

19
）
の
出
土
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
始
め
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
土
器
の
胎た
い
土ど

か
ら
、
交
流
を
始
め
た
ば
か
り
の
北
白
川
下
層
Ⅱ

ｂ
式
の
頃
は
搬
入
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
目
立
つ
が
、
Ⅱ
c
式
の
頃
に
は
在

地
化
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
関
西
と
の
交
流

も
確
た
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
代
官
屋
敷
遺
跡
は
、
西
富
士
道
路
の
出
入
口
付
近
（
小
泉
）
の
小
高
い
丘
陵

に
広
が
る
縄
文
早
期
・
前
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
か
ら
は
、
諸
磯
ｂ
式
土
器

を
伴
う
前
期
の
方
形
の
住
居
が
一
棟
見
つ
か
っ
て
い
る
。
方
形
の
住
居
は
前
期

後
半
に
特
徴
的
な
住
居
形
態
で
、
関
東
か
ら
の
影
響
が
当
時
の
富
士
宮
に
も
及

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
小
塚
Ａ
遺
跡
同
様
、
関

西
系
の
土
器
の
出
土
も
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
東
西
に
広
い
範
囲
で
交
流

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
ほ
か
に
も
中
期
初
頭
の
五ご

領り
ょ
う

ヶが

台だ
い

式し
き

土
器
を
伴
っ
た
竪
穴
住
居
跡
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

小
塚
Ａ
遺
跡
・
代
官
屋
敷
遺
跡
で

は
中
期
初
頭
の
遺
物
量
は
少
な
く
な

り
、
そ
れ
以
降
の
利
用
は
見
ら
れ
な

く
な
る
。
環
境
に
よ
り
適
し
た
場
所

に
人
々
が
移
動
し
て
い
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

図 2-7　小塚 A 遺跡１区平面図

写真 2-18
小塚Ａ遺跡出土玦状
耳飾

写真 2-19
小塚Ａ遺跡出土土器

（諸磯式・北白川下層式）

写真 2-17　小塚Ａ遺跡竪穴住居

■竪穴住居跡　■陥し穴

写真 2-16　小塚 A 遺跡調査区遠景
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縄
文
時
代
中
期
は
、今
か
ら
五
五
〇
〇
年
前
か
ら
四
五
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
。

多
数
の
住
居
で
構
成
さ
れ
る
大
規
模
集
落
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
が

最
も
多
く
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。非
常
に
装
飾
性
の
高
い
土
器
が
多
く
作
ら
れ
、

縄
文
文
化
の
最
盛
期
と
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
に
は
中
部
高
地
の
文
化
が
流
入
し
て
く
る
時
期
で
あ
る
。
中
期
後

葉
に
な
る
と
、
富
士
山
の
側
火
山
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
火
山
活
動
の
影
響

に
よ
り
、
市
内
の
集
落
遺
跡
（
住
居
跡
）
数
が
減
少
し
て
い
く
。
富
士
山
の
火

山
噴
火
に
よ
る
影
響
で
、
集
落
か
ら
祭さ
い
祀し

へ
の
土
地
利
用
の
転
換
が
み
え
て
く

る
。
こ
の
傾
向
を
示
す
遺
跡
と
し
て
は
、
千せ
ん
居ご

遺
跡
が
顕
著
で
あ
る
。
ほ
か
に

も
、
滝た
き
戸ど

遺
跡
や
滝た
き
ノの

上う
え
遺
跡
な
ど
で
も
同
様
の
様
相
が
見
ら
れ
る
。

　

縄
文
時
代
後
期
は
、
今
か
ら
四
五
〇
〇
年
～
三
二
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
。

四
三
〇
〇
年
前
の
後
期
初
頭
に
、
気
候
的
に
冷
涼
と
な
る
時
期
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
中
期
ま
で
の
集
落
の
在
り
方
や
墓
の
在
り
方
、
社
会
構
造
や
精
神
文

化
な
ど
が
変
化
を
起
こ
し
た
。
後
期
後
半
に
は
、
北
海
道
や
東
北
地
方
北
部
な

ど
で
、
副
葬
品
を
た
く
さ
ん
持
つ
よ
う
な
特
別
な
墓
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
な
単
純
な
平
等
社
会
と
は
異
な
る
状
況
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
。

　

縄
文
時
代
中
期
～
後
期

の
主
な
遺
跡
と
し
て
は
、

箕み
の

輪わ

Ａ
遺
跡
・
上か
み

石い
っ

敷し
き

遺

跡
・
上か

み
が

谷や

戸と

遺
跡
・
大お
お

中な
か

里ざ
と

坂さ
か

下し
た

遺
跡
・
滝
ノ
上
遺

跡
・
滝
戸
遺
跡
・
千
居
遺
跡
、

南な
ん

原ば
ら

遺
跡
・
柚ゆ

野の

辻つ
じ

遺
跡

が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
六
節
　
　
富
士
宮
市
の
縄
文
時
代
中
期
・
後
期

写真 2-20　
上石敷遺跡出土土

ど

偶
ぐう

写真 2-21　
上谷戸遺跡出土土器

（井戸尻式）

写真 2-22　滝ノ上遺跡出土土器
（曽

そ

利
り

式
しき

・加
か

曽
そ

利
り

Ｅ式）

図 2-8　滝ノ上遺跡位置図

■埋甕　■石棒
図 2-9　滝ノ上遺跡 B 地区全体図

第４号配石
（配石埋甕）

埋甕

第１号配石 第２号配石

第 3 号配石

石棒

石棒

石棒

石棒
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後
期
に
な
る
と
、
富
士
山
の
火
山
噴
出
物
（
曽そ

利り

の
ス
コ
リ
ア
）
が
富
士
山

南
東
に
降
り
注
ぎ
、
曽そ

利り

式し
き
期
の
噴
火
活
動
か
ら
逃
れ
た
集
団
が
富
士
山
西
南

麓
に
移
動
す
る
。
そ
の
結
果
、
堀ほ
り
之の

内う
ち
式し
き
期
に
か
け
て
新
た
な
活
動
が
見
ら
れ

る
が
、
立
地
は
限
定
的
で
後
期
中
葉
に
か
け
て
文
化
は
衰
退
を
始
め
る
。

　
上
石
敷
遺
跡
は
、
元
富
士
根
南
公
民
館
（
小
泉
）
の
南
側
の
緩
や
か
な
斜
面

に
縄
文
か
ら
弥
生
・
古
墳
・
古
代
と
続
く
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
縄
文
早
期
の
集

石
土ど

坑こ
う
跡
三
基
の
上
層
に
、
中
期
の
集
石
跡
三
基
と
集
石
土
坑
跡
三
基
が
築
か

れ
て
い
た
。
集
石
跡
は
五
～
六
ｍ
の
範
囲
に
礫れ
き
が
散
布
し
た
状
態
で
広
が
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
基
に
は
人
為
的
に
壊
さ
れ
た
土ど

偶ぐ
う
（
写
真
２−
20
）
が

据
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
集
石
土
坑
跡
は
焼
土
が
積
ま
れ
た
り
、
大
き
な
偏

平
石
を
蓋ふ
た
に
し
た
り
な
ど
、
明
ら
か
に
祭
祀
的
構
造
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
北
に
二
〇
ｍ
ほ
ど
離
れ
て
、
径
四
ｍ
程
の
円
形
竪
穴
住
居
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
五
本
の
柱
穴
と
中
央
に
は
中
期
初
頭
の
五ご

領り
ょ
う

ヶが

台だ
い
式し
き
土
器

の
胴
部
が
埋ま
い
設せ
つ
炉ろ

の
炉
体
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
た
。

　
上
谷
戸
遺
跡
は
、
富
士
養よ
う
鱒そ
ん
場
内
（
猪い

之の

頭か
し
ら

）
を
水
源
と
す
る
芝
川
の
右
岸

か
ら
西
へ
広
が
る
縄
文
中
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
水
源
に
近
い
平
地
か
ら
中
期
前

半
の
井い

戸ど

尻じ
り
式し
き
土
器
（
勝か
つ
坂さ

式
）
一
個
体
が
、
焼
土
の
中
に
割
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
（
写
真
２−

21
）。
こ
の
土
器
は
四
個
の
大
き
な
把と
っ

手て

が
特
徴
で
、
最

初
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
「
多た

喜き

窪く
ぼ
重じ
ゅ
う

文も
ん
タ
イ
プ
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
関

東
西
部
か
ら
甲
府
盆
地
を
主
体
に
し
て
分
布
し
て
い
る
。遺
跡
は
芝
川
沿
い
に
、

南
原
遺
跡
・
柚
野
辻
遺
跡
・
千
居
遺
跡
と
点
在
す
る
遺
跡
群
の
北
端
に
あ
た
り
、

関
東
や
中
部
山
岳
へ
の
文
化
交
流
の
通
過
点
だ
っ
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ

か
に
人
体
を
模
し
た
把
手
も
出
土
し
て
い
る
。

　
滝
ノ
上
遺
跡
は
、
旧
杉
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
杉
田
）
の
南
側
一
帯
に
広
が
る

縄
文
中
期
（
四
五
〇
〇
年
前
ご
ろ
）
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
あ
る
（
図
２−

８
・

９
、
写
真
２−

22
〜
24
）。
丘
陵
の
上
下
に
配
石
跡
が
見
ら
れ
、
丘
陵
の
上
に

は
中
期
前
半
の
配
石
跡
三
基
が
築
か
れ
て
い
た
。
丘
陵
の
下
の
平
地
に
は
中
期

写真 2-23　滝ノ上遺跡配石埋
うめ

甕
がめ

（曽利式）

写真 2-24　滝ノ上遺跡 B-3 配石遺構

写真 2-25　滝戸遺跡出土土器
（左：曽利式、右：堀

ほり

之
の

内
うち

式
しき

）

写真 2-26　滝戸遺跡出土埋甕（曽利式）検出状況
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後
半
の
配
石
跡
四
基
が
築
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
の
三
基
は
土ど

壙こ
う
墓ぼ

で
あ
っ

た
。
三
ｍ
ほ
ど
の
長
円
形
の
穴
が
掘
ら
れ
て
、そ
の
上
に
人
頭
大
の
礫
を
積
み
、

ま
た
、
半
分
に
割
れ
た
土
器
を
覆
い
被
せ
た
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
径
五
ｍ
ほ
ど
の
環
状
に
築
か
れ
た
配
石
の
四
隅
に
は
割
れ
た
石せ
き
棒ぼ
う
が
置
か

れ
、
火
を
焚
い
た
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
非
常
に
祭
祀
的
な
遺
跡
と
言
え
る

だ
ろ
う
。　

　
滝
戸
遺
跡
は
、
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校
（
野
中
）
の
校
庭
を
中
心
に
潤
井

川
ま
で
広
が
る
大
遺
跡
で
、
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
に
ま
た
が
る
複
合
遺
跡

で
あ
る
。
遺
跡
発
見
は
、
昭
和
初
年
前
後
の
岳
南
考
古
学
会
の
遺
跡
踏
査
に
よ

る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
縄
文
時
代
で
は
前
期
か
ら
遺
物
量
が
増
え
て
、
中
期
の
後
半
、
曽
利
期
に
大

い
に
栄
え
る
遺
跡
で
あ
る
。
石
囲
い
炉
を
中
心
に
据
え
た
竪
穴
住
居
跡
四
棟
が

円
形
に
並
び
、
そ
の
上
層
に
径
一
五
ｍ
ほ
ど
の
円
形
配
石
跡
が
築
か
れ
て
い
た

（
図
２−

10
、
写
真
２−

25
・
26
）。
そ
の
な
か
に
四
～
五
ｍ
の
小
配
石
が
配
置

さ
れ
、
埋う
め
甕が
め
や
土ど

壙こ
う
、
焼
土
が
発
見
さ
れ
た
。
配
石
跡
は
北
へ
二
〇
〇
ｍ
ほ
ど

向
か
っ
た
潤
井
川
の
ほ
と
り
ま
で
及
ん
で
お
り
、
遺
跡
の
全
面
に
い
く
つ
か
の

配
石
が
築
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曽
利
期
の
住
居
廃
絶
と
配
石
の
構
築

は
、
富
士
山
麓
一
円
に
共
通
す
る
あ
り
方
で
、
近
年
で
は
富
士
山
の
噴
火
と
の

関
連
も
う
か
が
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
後
期
前
半
の
堀
之
内
式
期
に
再
度
、

大
規
模
な
配
石
跡
が
築
か
れ
て
い
る
。
中
期
の
配
石
が
面
的
に
広
が
っ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
土
壙
を
覆
う
よ
う
に
礫
を
積
み
重
ね
て
塚
の
よ
う
な
配
石
へ
の

変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
千
居
遺
跡
は
、
縄
文
中
期
後
半
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ
る
（
図
２−

11
、
写

真
２−
27
・
28
）。
大た
い
石せ
き
寺じ

（
上
条
）
の
北
側
の
緩
や
か
な
丘
陵
の
上
に
、
二
〇

数
棟
の
竪
穴
住
居
跡
が
重
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
竪
穴
住
居
跡
は
径
五
〜
六
ｍ

の
円
形
で
、直
径
四
〇
ｍ
程
の
広
場
を
中
心
に
し
て
馬ば

蹄て
い
形け
い
に
築
か
れ
て
い
た
。

住
居
の
重
な
り
か
ら
ご
く
短
い
間
に
二
度
の
建
て
替
え
が
あ
り
、
広
場
を
中
心
に

図 2-10　滝戸遺跡第２調査区　3 面全体図

写真 2-27　千居遺跡出土土器（曽利式）

図 2-11　千居遺跡平面図
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一
〇
棟
前
後
の
竪
穴
住
居
が
建
て
ら
れ
て
い
た
縄
文
集
落
の
一
つ
の
形
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
跡
は
富
士
山
の
火
山
灰
に
埋
も
れ
て
お
り
、

富
士
山
の
噴
火
で
「
ム
ラ
」
が
存
続
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、「
ム
ラ
」
の
跡
に
は
長
さ
四
〇
ｍ
以
上
の
二
基
の
列
石
や
、
径
三

〜
五
ｍ
の
円
形
配
石
六
基
、
立
体
配
石
な
ど
が
築
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
千
居
の
ム
ラ
か
ら
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、

生
活
の
安
泰
を
願
っ
て
「
マ
ツ
リ
」
の
場
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
二
基
の
列

石
跡
は
富
士
山
に
対
し
て
防
波
堤
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
初
期
の

富
士
山
信
仰
も
想
像
さ
れ
て
い
る
。

　
南
原
遺
跡
は
、
富
士
川
と
芝
川
の
合
流
地
点
を
望
む
丘
陵
の
上
に
、
竪
穴
住

居
と
配
石
や
土
壙
が
築
か
れ
た
遺
跡
で
あ
る
（
写
真
２−

29
〜
31
）。
縄
文
中

期
後
半
の
ご
く
短
い
間
に
住
居
の
構
築
と
廃
絶
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
に
配
石
が

築
か
れ
て
お
り
、
千
居
遺
跡
と
同
様
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
竪
穴
住
居
跡
は

五
ｍ
×
四
ｍ
ほ
ど
の
長
円
形
で
八
本
の
柱
穴
が
深
く
掘
ら
れ
、
壁
ぎ
わ
に
は
住

居
廃
絶
後
に
掘
ら
れ
た
径
一
ｍ
ほ
ど
の
土
壙
跡
が
二
基
重
な
っ
て
い
る
状
態
が

発
見
さ
れ
た
。
河
原
石
を
弧
状
に
並
べ
て
い
る
一
五
基
ほ
ど
の
配
石
跡
が
確
認

さ
れ
、
配
石
の
下
に
は
数
十
基
の
埋
甕
や
土
壙
が
重
な
っ
て
掘
ら
れ
て
い
た
。

埋
甕
に
は
底
を
割
っ
た
り
、
穴
を
開
け
た
り
す
る
土
器
が
多
く
、
霊
な
ど
の
存

在
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
甕
の
一
部
に
骨
片
が
検
出
さ
れ
た
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
集
団
墓
地
的
な
性
格
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
中
期
末
か
ら
後
期
前
半
ま
で
に
富
士
山
噴
火
と
い
う
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え
た
結
果
、
数

多
く
の
祭
祀
遺
構
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
後
期
中
葉
の
加か

曽そ

利り

Ｂ
式し
き
の
頃
に
な
る
と
急
激
に
遺
跡
数
が
減
少
し
、
さ
ら

に
後
期
末
の
後
期
安あ
ん

行ぎ
ょ
う

式し
き

の
頃
に
な
る
と
大
中
里
坂
下
遺
跡
や
辰た

つ
野の

遺
跡
で
少

量
の
遺
物
が
確
認
で
き
る
の
み
と
な
る
。
清し

水み
ず
天て
ん
王の
う
山ざ
ん
式し
き
土
器
と
安
行
式
土
器

が
主
体
で
あ
り
、
凹お
う
線せ
ん
文も
ん
系
の
土
器
が
少
量
混
ざ
る
よ
う
な
形
で
あ
る
。

写真 2-29　南原遺跡完掘状況写真 2-31　南原遺跡埋甕検出状況

写真 2-28　千居遺跡空撮写真 2-30　南原遺跡出土土器（曽利式）
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一
〇
棟
前
後
の
竪
穴
住
居
が
建
て
ら
れ
て
い
た
縄
文
集
落
の
一
つ
の
形
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
跡
は
富
士
山
の
火
山
灰
に
埋
も
れ
て
お
り
、

富
士
山
の
噴
火
で
「
ム
ラ
」
が
存
続
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、「
ム
ラ
」
の
跡
に
は
長
さ
四
〇
ｍ
以
上
の
二
基
の
列
石
や
、
径
三

〜
五
ｍ
の
円
形
配
石
六
基
、
立
体
配
石
な
ど
が
築
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
千
居
の
ム
ラ
か
ら
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、

生
活
の
安
泰
を
願
っ
て
「
マ
ツ
リ
」
の
場
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
二
基
の
列

石
跡
は
富
士
山
に
対
し
て
防
波
堤
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
初
期
の

富
士
山
信
仰
も
想
像
さ
れ
て
い
る
。

　
南
原
遺
跡
は
、
富
士
川
と
芝
川
の
合
流
地
点
を
望
む
丘
陵
の
上
に
、
竪
穴
住

居
と
配
石
や
土
壙
が
築
か
れ
た
遺
跡
で
あ
る
（
写
真
２−

29
〜
31
）。
縄
文
中

期
後
半
の
ご
く
短
い
間
に
住
居
の
構
築
と
廃
絶
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
に
配
石
が

築
か
れ
て
お
り
、
千
居
遺
跡
と
同
様
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
竪
穴
住
居
跡
は

五
ｍ
×
四
ｍ
ほ
ど
の
長
円
形
で
八
本
の
柱
穴
が
深
く
掘
ら
れ
、
壁
ぎ
わ
に
は
住

居
廃
絶
後
に
掘
ら
れ
た
径
一
ｍ
ほ
ど
の
土
壙
跡
が
二
基
重
な
っ
て
い
る
状
態
が

発
見
さ
れ
た
。
河
原
石
を
弧
状
に
並
べ
て
い
る
一
五
基
ほ
ど
の
配
石
跡
が
確
認

さ
れ
、
配
石
の
下
に
は
数
十
基
の
埋
甕
や
土
壙
が
重
な
っ
て
掘
ら
れ
て
い
た
。

埋
甕
に
は
底
を
割
っ
た
り
、
穴
を
開
け
た
り
す
る
土
器
が
多
く
、
霊
な
ど
の
存

在
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
甕
の
一
部
に
骨
片
が
検
出
さ
れ
た
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
集
団
墓
地
的
な
性
格
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
中
期
末
か
ら
後
期
前
半
ま
で
に
富
士
山
噴
火
と
い
う
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え
た
結
果
、
数

多
く
の
祭
祀
遺
構
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
後
期
中
葉
の
加か

曽そ

利り

Ｂ
式し
き
の
頃
に
な
る
と
急
激
に
遺
跡
数
が
減
少
し
、
さ
ら

に
後
期
末
の
後
期
安あ
ん
行ぎ
ょ
う

式し
き
の
頃
に
な
る
と
大
中
里
坂
下
遺
跡
や
辰た
つ
野の

遺
跡
で
少

量
の
遺
物
が
確
認
で
き
る
の
み
と
な
る
。
清し

水み
ず
天て
ん
王の
う
山ざ
ん
式し
き
土
器
と
安
行
式
土
器

が
主
体
で
あ
り
、
凹お
う
線せ
ん
文も
ん
系
の
土
器
が
少
量
混
ざ
る
よ
う
な
形
で
あ
る
。

co lumn

安
養
寺
の
土
偶

安
養
寺
の
土
偶

　
杉
田
に
あ
る
安あ
ん
養よ
う
寺じ

に
一
体
の
土ど

偶ぐ
う
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
偶
は
、

杉す
ぎ
田た

中な
か
村む
ら
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
土
偶
と
は
、
縄
文
時
代
に
作
ら
れ
た
土
製
の
人
形
で
、
ハ
ー
ト
や
ミ
ミ
ズ

ク
形
の
も
の
や
遮し
ゃ
っ

光こ
う

器き

土
偶
な
ど
が
あ
り
、
大
半
は
女
性
を
表
し
て
お
り
、

神
聖
で
呪
術
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
東
日
本
で
多
く
発
見
さ

れ
て
い
る
。

　
安
養
寺
の
土
偶
は
側
頭
部
と
両
手
が
欠
け
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

残
さ
れ
て
い
る
。
土
偶
は
祭さ
い
祀し

行
為
な
ど
で
打
ち
欠
く
こ
と
が
あ
る
た
め
破

片
で
出
土
す
る
例
が
多
く
、
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
見
つ
か
る
の
は

非
常
に
珍
し
く
、
静
岡
県
内
で
は
ほ
か
に
一
例
（
川
根
本
町
上か
み
長な
が
尾お

遺
跡
出

土
遮
光
器
土
偶
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

幕
末
に
安
養
寺
の
裏
側
の
用
水
の
工
事
を
行
っ
た
際
に
出
土
し
た
と
伝

わ
っ
て
お
り
、
こ
の
辺
り
か
ら
は
縄
文
土
器
が
表
採
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
縄

文
時
代
の
遺
跡
包
蔵
地
と
な
っ
て
い
る
。
円
形
の
顔
を
貼
り
付
け
、
胸
に
は

乳
房
が
あ
り
下
腹
部
が
膨
ら
ん
で
お
り
、
女
性
を
象か
た
ど

っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
体
の
文
様
は
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
土
偶
は
縄
文
人
た
ち
に
と
っ
て
、
多
産
と
豊ほ

う
穣じ
ょ
う

を
祈
る
地ち

母ぼ

神し
ん
の
象

徴
で
祈
り
を
込
め
た
存
在
だ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

富
士
宮
市
に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）

に
富
士
宮
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

写真 2-32　安養寺の土偶（安養寺蔵）・実測図
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縄
文
時
代
晩
期
は
、今
か
ら
三
二
〇
〇
年
前
か
ら
二
四
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
。

晩
期
に
な
る
と
富
士
山
の
火
山
活
動
が
活
発
に
な
り
、
遺
跡
数
は
激
減
す
る
。

市
内
の
数
少
な
い
晩
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
辰た
つ
野の

遺
跡
・
柚ゆ

野の

和わ

平だ
い
ら

遺
跡
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
柚
野
和
平
遺
跡
は
、
上か
み
柚ゆ

野の

の
芝
川
の
右
岸
の
台
地
上
に
位
置
す
る
遺
跡
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
表
採
や
畑
の
耕

作
の
際
に
安あ
ん
行ぎ
ょ
う

式し
き
・
大お
お
洞ほ
ら
式し
き
の
土
器
が
採
取
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
存
在
は
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　
辰
野
遺
跡
は
、
重じ
ゅ
う

林り
ん
寺じ

（
大
岩
）
東
側
の
丘
陵
の
山
間
を
流
れ
出
る
滝
沢
川

東
岸
の
緩
や
か
な
斜
面
に
広
が
る
縄
文
晩
期
の
遺
跡
で
あ
る
（
写
真
２−

33
〜

35
）。
調
査
は
滝
沢
川
の
出
口
の
一
〇
〇
㎡
ほ
ど
の
小
範
囲
で
実
施
さ
れ
、
清し

水み
ず
天て
ん
王の
う
山ざ
ん
式し
き
土
器
・
安
行
式
土
器
・
大
洞
式
土
器
や
石
器
が
コ
ン
テ
ナ
三
箱
分

出
土
し
た
。出
土
土
器
の
大
半
は
静
岡
市
で
出
土
す
る
清
水
天
王
山
式
土
器
で
、

古
手
の
も
の
が
主
体
を
占
め
て
お
り
、
遺
跡
の
年
代
と
し
て
は
後
期
末
期
～
晩

期
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

　

柚
野
和
平
遺
跡
か
ら
は
大
洞′
Ａ
式
の
土
器
片
が
分
布
調
査
の
際
に
見
つ

か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
縄
文
時
代
最
後
の
土
器
に
な
る
。

　
晩
期
後
半
か
ら
弥
生
時
代
初
頭
ま
で
の
地
層
は
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
層
と
呼
ば

れ
る
硬
い
ス
コ
リ
ア
の
地
層
で
あ
り
、こ
の
層
は
市
内
で
は
無
遺
物
層
と
な
る
。

こ
の
間
、
富
士
山
の
噴
火
の
影
響
で
遺
跡
は
断
絶
し
、
噴
火
が
落
ち
つ
く
弥
生

時
代
前
期
ま
で
遺
跡
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

第
七
節
　
　
富
士
宮
市
の
縄
文
時
代
晩
期

写真 2-33　辰野遺跡発掘調査遠景

写真 2-34　辰野遺跡出土土製耳飾

写真 2-35　辰野遺跡出土土器
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co lumn

自
然
科
学
的
分
析
Ⅱ　

放
射
性
炭
素
年
代
測
定

自
然
科
学
的
分
析
Ⅱ　

放
射
性
炭
素
年
代
測
定

―
遺
物
や
遺
構
の
年
代
を
ど
う
や
っ
て
明
ら
か
に
す
る
の
か
？
―

―
遺
物
や
遺
構
の
年
代
を
ど
う
や
っ
て
明
ら
か
に
す
る
の
か
？
―

　

発
掘
調
査
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
、
出
土
遺
物

や
遺
構
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
遺
物
や
遺
構
が
使
わ
れ

た
年
代
が
何
年
前
か
数
値
化
す
る
手
法
と
し
て
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

（radiocarbon dating

）
が
用
い
ら
れ
る
。

　
安
定
同
位
体
の
炭
素
12  
Ｃ
の
放
射
性
同
位
体
で
あ
る
14  
Ｃ
が
自
然
界
に
お
い

て
、
一
定
の
比
率
で
存
在
し
て
い
る
。
動
植
物
が
生
き
て
い
る
間
は
そ
の
存

在
比
率
は
一
定
の
ま
ま
だ
が
、
死
後
は
存
在
率
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。

放
射
性
炭
素
14   
Ｃ
の
半
減
期
が
五
七
三
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
代
測
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

放
射
性
炭
素
年
代
は
、BP

（before present or before physics

）

と
い
う
単
位
が
用
い
ら
れ
、
核
実
験
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
を
受
け
る
前
の

一
九
五
〇
年
を
起
点
と
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
加
速
器
で
放
射

性
炭
素
14  
Ｃ
を
直
接
数
え
る
手
法
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
）
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

測
定
の
精
度
や
範
囲
が
格
段
に
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
過
去
の
大
気
中
の
炭
素

14  
Ｃ
濃
度
の
変
動
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
14  
Ｃ
年
代
を
樹
木
年
輪
と

合
わ
せ
較こ
う
正せ
い
し
て
実
年
代
を
推
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
文
で
の
年

代
も
較
正
年
代
で
記
し
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
内
で
も
史
跡
大お
お
鹿し
か
窪く
ぼ
遺
跡
や
滝た
き
戸ど

遺
跡
、
史
跡
富
士
山
の
発
掘

調
査
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
214
ペ
ー
ジ
で
は
、
縄
文
時
代
の
分
析
結
果
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る
。

写真 2-37　年代測定の前処理作業の様子
　　　　　　（小林謙一氏提供）

図 2-12　放射性炭素による年代測定について
　　　　　（国立歴史民俗博物館提供）

写真 2-36　放射性炭素年代測定用の AMS 装置
（小林謙一氏提供、東京大学総合研究博物館）


